


今月の人口�
平成18年8月1日現在（前月比）�

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と�
　異動事由の集計が一致しない月もあります。�
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広報しんしろ�

No.11
9 暮らしのカレンダー� 緊急医 午後7時～午後11時�20069 September

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館�

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター�

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター�

暮らしのカレンダー� 夜間緊急医�

1 金�

1 金�夜�さくら眼科�（上平井）�
☎22-4100

3 日�昼�春日眼科� （杉山）�

☎24-3222

25 月�夜�春日眼科� （杉山）�

☎24-3222

2 土�

3 日�

4 月�

5 火�

6 水�

7 木�

外来のみで、午後７時から午後１１時ま
でですので受診を希望される方は、容
態を事前に連絡してお越しください。ま
た、緊急医は都合で変わることがありま

8 金�

9 土�

10 日�

11 月�

12 火�

13 水�

14 木�

15 金�

16 土�

17 日�

18 月�

19 火�

20 水�

21 木�

22 金�

23 土�

24 日�

25 月�

26 火�

27 水�

28 木�

29 金�

30 土�

今月の表紙�

　8月2日（水）、ぶどう栽培農家の
南谷茂夫さんの畑に、東部保育園・
吉川保育園の園児40人と穂積市長
が、ぶどう狩りへ招待されました。
　園児たちは、一人ひとり南谷さ
んと市長に抱きかかえられぶどう
をハサミで切り取り、「甘くておい
しいよ」とうれしそうにぶどうを
口へ運んでいました。�
�

あま～いぶどうが採れたよ！�

緊急医�

眼　科�

平日　午後7時～午後11時�
休日　午前9時30分～午後4時30分�

休日診療所�

医　科�

午前9時30分～午後4時30分�

歯　科�

午前9時～正午�

10 日�昼�石川整形外科クリニック�（平井）�
☎24-6500

12 火�夜�石川整形外科クリニック�（平井）�
☎24-6500

外　科�

平日　午後7時～午後11時�
休日　午前9時30分～午後4時30分�

19 火�夜�皮フ科新栄クリニック�（平井）�
☎24-6022

　9月から「眼科」、「外科」、
「皮膚科」の緊急医が専門
化します。この3科で当該日
に、緊急の診療が必要にな
った方は、直接受診してく
ださい。�
　なお、左表の緊急医と休
日診療所は、従来どおりで

皮膚科�

平日　午後7時～午後11時�

医科・歯科とも開設しています�

　診療は医科・歯科ともに
外来のみです。利用される
ときは、必ず『健康保険証』
などをご持参ください。�

開 設 日 �

開設場所�

9月　3日（日）・10日（日）�
17日（日）・18日（祝）�
23日（祝）・24日（日）�

新城市矢部字上ノ川1番地8
新城休日診療所�
☎23-3665

ほうらいクリニック�（大野）�
☎32-1026

ほうらいクリニック�（大野）�
☎32-1026

村松内科� （東新町）�

☎22-0026

村松内科� （東新町）�

☎22-0026

防災の日�
がん抑圧月間（～３０日）�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�
地域開催講座【文】　市民文化講座【文】�

救急医療週間（～９日）�

 

料理教室【青】�

救急の日�
絵本の読み聞かせ【文】（図）�

アイデア教室【は】�

料理教室【青】�

絵本の読み聞かせ【文】（図）�
男の料理教室【西】�

敬老の日�
市民文化講座【文】�

動物愛護週間（～２６日）�

秋の全国交通安全運動（～３０日）�

秋分の日　絵本の読み聞かせ【文】（図）�
日本自然写真展【文】（～10月1日）体育室親子無料開放（午後）【青】�

結核予防週間（～３０日）�

男の料理教室【西】�

水墨画絵てがみ教室【西】�

アイデア教室【は】�

ながしのクリニック�（長篠）�
☎32-3223

荻野医院� （長篠）�

☎32-0020

織田医院� （下吉田）�

☎34-0021

永田内科� （諏訪）�

☎23-3301

くまがい医院� （富永）�

☎23-6800

緑が丘診療所� （緑が丘）�

☎24-4026

高木内科医院� （栄町）�

☎22-2861

高木内科医院� （栄町）�

☎22-2861

静巌堂医院� （副川）�

☎35-0022

ながしのクリニック�（長篠）�
☎32-3223

静巌堂医院� （副川）�

☎35-0022

ちさと医院� （杉山）�

☎23-4321

ちさと医院� （杉山）�

☎23-4321

あいきょうクリニッ （大野田）�
☎24-1777

今泉医院� （玖老勢）�

☎35-1003

今泉病院� （栄町）�

☎22-1150

おさだファミリークリニック�（本町）�
☎23-7772

しんしろフィットクリニック�（川路）�
☎23-8531

内山医院� （平井）�

☎24-1212

米田内科� （平井）�

☎24-0700

中根医院� （本町）�

☎24-1661

西新町内科整形外科外科医院�（東新町）�
☎22-0372

森下医院� （布里）�

☎36-0002

宮本病院� （海老）�

☎35-0811

星野病院� （大野）�

☎32-1515

茶臼山厚生病院�（富沢）�
☎22-2266

総人口…52,370人�

男………25,676人�

女………26,694人�

世帯数…16,220世帯�

出生……28人�

死亡……37人�

転入……  90人�

転出……  81人�

（＋  1）�

（＋  9）�

（－  8）�

（－  1）�
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防�

　避難場所の舟着小学校まで徒歩などで集まる地域の皆さん�
　　　　　　（昨年８月２８日に行われた東部地区自主防災訓練）�

減
災
の
　は
じ
め
の
一
歩
は
�

災
力
を
高
め
る
�

　
い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
東
海
地
震
や
東
南
海
地
震
。
そ
の

時
、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
と
れ
る
か
は
、
日

ご
ろ
の
防
災
意
識
と
訓
練
が
大
事
で
す
。�

　
そ
こ
で
、
市
で
は
災
害
時
に
発
生
す
る
と

思
わ
れ
る
被
害
を
、
最
小
化
す
る
た
め
「
減

災
」
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
「
減
災
」
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
家
庭
で
の
備
え
を
強
化
し
、
災
害

発
生
時
に
取
る
べ
き
行
動
を
訓
練
し
、
地
域

で
災
害
を
く
い
止
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
自
主
防
災
訓
練
や
災
害
時
要
避
難
者

台
帳
の
整
備
、
自
主
防
災
会
へ
の
資
機
材
の

整
備
な
ど
、
自
主
防
災
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。�

特 集�

地
域
か
ら
�
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�

　自
主
防
災
の
ス
ス
メ�

�

　
阪
神
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震

な
ど
の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、

消
防
や
自
衛
隊
と
い
っ
た
防
災
関
係
機
関

の
対
応
能
力
に
限
界
が
生
じ
ま
す
。�

　
ふ
だ
ん
な
ら
す
ぐ
に
来
て
く
れ
る
消
防

車
や
救
急
車
も
、
同
時
多
発
的
に
発
生
す

る
災
害
の
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
震
に
よ
る
道
路
の

そ
ん
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
か
い�

損
壊
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
災
害
現

場
へ
到
着
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。�

　
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
数
万
人
の
人

が
生
き
埋
め
と
な
り
救
助
が
必
要
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
万
人
の
う

ち
、
消
防
や
自
衛
隊
な
ど
防
災
関
係
機
関

に
救
出
さ
れ
た
人
は
、
た
っ
た
の
5,
0
0
�

0
人
ほ
ど
で
し
た
。�

　
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
は
、
隣
近
所
の
人

や
偶
然
近
く
を
通
り
か
か
っ
た
人
た
ち
に

よ
り
、
救
出
さ
れ
た
の
で
す
。�

　
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
身
近
に
い
る
人
た
ち
の
助
け
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
家
族
や
、
隣
近
所
の
人
た

ち
と
協
力
し
助
け
合
う
こ
と
、
そ
れ
を
自

主
防
災
と
い
い
ま
す
。
そ
の
活
動
が
最
も

有
効
な
減
災
活
動
と
い
え
る
の
で
す
。�

　
市
内
の
富
沢
4
組
の
皆
さ
ん
が
取
り
組

ん
で
い
る
自
主
防
災
活
動
を
ご
紹
介
し
ま

す
。�

「富沢４組」が今年３月に行った防災訓練�
「炊き出し」のようす�

地
域
�で守
る
�

地域で育て　防災意識�

特集�

防災力を�
高める�

　「富沢 4組」は、15戸45人の組です。�
　平成16年 2 月に、地区の集まりがあった時、新
潟県中越地震が話題になりました。富沢地区252
世帯約800人の非常食の確保、避難場所への避難
者の集中など、この地区は大丈夫なのかという話
になり不安が募りました。その時、「災害時の飲
料ポリタンク、屋外テントを自費で購入しよう」
と、夏目武彦さんが発案。�
　オイル缶に穴を開けて炊出用のかまどにしたり、
板をくりぬき非常用の洋式トイレにしたりするな
ど、非常時の必需品を夏目さんが工夫して作りま
した。組の備蓄倉庫には、非常食を調理する時に
使うさいばし、担架用の竹の棒が保管してありま
す。�
　今年 3月の炊き出し訓練に参加した岩田とし子
さんは、「非常用に物を備えるだけではなく、実
際に使ってみることも必要ですね」と話していま
した。�
　今後も、年 2回程度の訓練を実施する予定です。�
　 7月30日aには、テント張りの練習を行いまし
た。また、独自に作成した一時避難マップや災害
発生時の緊急連絡網を「富沢 4組」全世帯へ配布
しました。�
　夏目さんは、「今後も、被災地跡の視察や体験
談を聞くなどして、防災に意欲的に取り組んでい
きます。この取り組みが市民の皆さんの参考にな
ればうれしいですね」と話していました。�
�
　「富沢 4組」の皆さんは、自らの力で積極的に
防災活動をしています。「自主防災の先例地」と
して、この地区の皆さんに学ぶこともよいのでは
ないかと思います。�

（上）　組で購入したポリタンク�
（左）　自作の非常用洋式トイレ�
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�
　備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し�

�

　
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
電
気
・
水
道

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
ま
す
。
減

災
対
策
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。�

�

　
新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど
は
、
火
を
お
こ
す

た
め
の
道
具
と
し
て
使
え
ま
す
。
そ
れ
以�

外
に
も
、
「
暖
」
を
取
る
た

め
に
、
服
の
内
側
に
詰
め
込

む
こ
と
で
、
服
を
通
す
風
を

お
さ
え
、
防
寒
対
策
に
も
な

り
ま
す
。�

　
食
料
と
い
っ
し
ょ
に
備
え
て
欲
し
い
も

の
は
「
水
」
で
す
。
水
道
水
を
ポ
リ
タ
ン

ク
に
保
管
す
る
場
合
は
、
こ
ま
め
に
水
の

入
れ
替
え
を
し
ま
し
ょ
う
。
水
は
飲
料
水

と
し
て
、
ま
た
非
常
食
を
調
理
す
る
際
に

必
要
で
す
。�

　
一
般
に
、
大
人
1
人
の
使
用
量
は
、
1

日
当
た
り
3
リ
ッ
ト
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
状
況
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
が
、
被
災

か
ら
救
助
活
動
が
始
ま
る
ま�

で
、
少
な
く
と
も
3
日
は
か

か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
家
族

構
成
に
応
じ
た
「
水
の
量
」

の
配
慮
が
必
要
で
す
。�

　
地
震
は
、
家
族
が
一
緒
に

い
る
時
に
起
き
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
「
地
震
発
生
が
、

子
ど
も
の
下
校
途
中
で
あ
っ

た
ら
ど
う
す
る
か
」�

「
あ
な
た
が
職
場
か
ら
す
ぐ
に
帰
宅
で
き

な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
」
な
ど
を
想
定

し
て
、
家
族
み
ん
な
で
避
難
場
所
や
経
路

を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

　
連
絡
を
取
り
合
う
方
法
と
し
て
、
電
話�

番
号
1
7
1
の
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」�

　
　
　
　
　
　
ば
な�

を
使
い
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
る
家
族

間
の
連
絡
や
、
親
戚
・
知
人
な
ど
の
安
否
確

認
が
で
き
る
こ
と
を
教
え
あ
い
ま
し
ょ
う
。�

　
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
こ

の
機
会
に
「
備
え
」
を
し
っ
か
り
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
よ
う
に
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。�

��

防
災
対
策
課
　
　
　
1
２２
│

１
９
６
２�

自
ら
�備え
る
�

　約60年前に起きた三河地震。マ
グニチュード6.8の大地震であった
にもかかわらず戦時中のためか、
地震直後の被害状況の情報があり
ませんでした。�
　この地震を経験した牧野久雄さ
ん（81歳・富岡地区）に当時の状
況をお聞きしました。�

�
　　　　　旧新城市（富岡周辺では）では、三河
　　　地震の大きな被害はなかったと聞いていま
す。当時、安城市にあった愛知青年師範学校に昭
和19年 4 月に入学した私は、そこで三河地震を経
験しました。�
　三河地震の 1カ月前の昭和19年12月 7 日に起き
た東南海地震では、昼間の 1時30分ころ、学校近
くの田に麦を植えていたところ、地面が波打つよ
うに大きく揺れ、めまいを感じました。すぐに地
震と気づき遠くを見渡すと、学校の自転車置き場
の建物が倒れるところを目の当たりにしました。�
　それから37日後の昭和20年 1 月13日明け方に三
河地震が起きました。その時は、学校の期末試験
の勉強中で「ゴー」という地鳴りとともに建物が
ガタガタと揺れだしたため、一目散に外へ飛び出
ました。下宿の建物は、屋根が草葺きで軽かった
から倒れなかったのかもしれません。しかし、そ
の後も続く余震が怖く、庭先に人が寝られる程度
のワラ小屋を作って、 1週間ほどその場所で寝て
いたそうです。余震も地鳴りとともに起き、その
度に空に雷のような稲妻が広い範囲に見られ、怖
くて仕方がありませんでした。�　　　　　　　　　　　　　かも い�
　この地震で、学校の先輩が鴨居の下敷きになり
亡くなったことを聞きました。でも、とにかく戦
時中のためラジオ、新聞の情報は入らず、2,000
人もの人が亡くなったことを、後で知りました。�
�
　牧野さんから大地震がこの地を襲ったときの記
録が少ない中、貴重な体験談を聞かせていただき
ました。�

忘れられない三河地震�

特集�

防災力を�
高める�

問
い
合
わ
せ�

確�

飲�

暖�

食
料
品�

　
□
缶
詰
な
ど
の
非
常
食�

　
□
飲
料
水
な
ど�

　
□
調
理
用
品�

安
全
対
策�

　
□
救
急
薬
品�

　
□
常
備
薬�

　
□
ヘ
ル
メ
ッ
ト�

日
用
品�

　
□
懐
中
電
灯
、
ろ
う
そ
く�

　
□
携
帯
ラ
ジ
オ�

　
□
ラ
イ
タ
ー�

　
□
筆
記
具�

　
□
高
齢
者
、
乳
幼
児
な
ど
の
家
庭�

　
　
特
有
の
も
の�

衣
料
品�

　
□
衣
類
、
下
着�

　
□
タ
オ
ル
、
寝
袋�

貴
重
品�

　
□
小
銭�

　
□
通
帳�

　
□
証
書
な
ど
の
貴
重
品�

｢

非
常
持
ち
出
し
品｣

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト　�

三河地震：昭和２０年１月１３日午前３時３８分�
　　　　　震源は渥美湾�
　　　　　マグニチュード６．８�
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（平成18年度以降に移転を希望する方は、あらかじめご相談ください）�

危 険 住 宅 の 除 却 費 用 78万円以内�

 建�新しい住宅の建設（購  444万円以内�
 物�
入）のための金融機関�
 土�などからの融資を受け  206万円以内�
 地�
た場合の、借り入れ金 �
 敷地�利子相当額  58万円以内�
 造成�

　　合　　　　　　　計  786万円以内�

平成１７年度の補助金参照例�

　
毎
年
、
日
本
の
各
地
で
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
が
け
崩
れ
が
発
生
し
、
被�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
う
と�

害
が
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
に
は
尊
い
人
命
ま
で
奪
わ
れ
て
い�

ま
す
。�

　
こ
う
し
た
被
害
を
避
け
る
た
め
、
昭
和
30
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
に
お�

住
ま
い
の
方
に
、
安
全
な
場
所
に
移
転
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。�

都
市
計
画
課
　
1
２３
│

７
６
４
０�

建
設
課
　
　
　
1
３２
│

１
９
７
７�

建
設
課
　
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

問
い
合
わ
せ�

本�鳳�作�

�

　こ
の
制
度
は�

�

　
が
け
の
崩
壊
、
土
石
流
、
地
す
べ

り
な
ど
に
よ
り
住
民
の
生
命
に
危
険

を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
区
域
内
の
危

険
住
宅
（
自
己
所
有
以
外
で
も
可
）

を
安
全
な
場
所
に
移
転
す
る
こ
と
を

促
進
す
る
た
め
、
危
険
住
宅
の
除
却

な
ど
に
要
す
る
費
用
と
新
た
に
建
設

す
る
住
宅
（
購
入
を
含
む
）
の
借
り

入
れ
利
子
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。�

�

　危
険
住
宅
と
は�

�

　
　
　
　
　
　
い
ち
じ
る�

　
が
け
地
な
ど
著
し
く
危
険
な
区
域

を
、
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
指
定

し
た
災
害
危
険
区
域
ま
た
は
建
築
を

制
限
し
て
い
る
区
域
内
の
住
宅
で
す
。�

　
図
1
の
よ
う
な
状
況
が
危
険
住
宅

で
す
が
、
他
に
も
家
の
す
ぐ
下
に
が

け
が
あ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
建
築
許

可
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
都
市
計
画
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

補　　助　　内　　容� 補助限度額�
がけとは…�
　高さが 2ｍ以上あり、�　　こうばい�
その勾配が30度以上の�
ものを指します�

住宅� ３０度以上�

（図１）�

高さ�
２ｍ以上�

がけ地の近くに建てられた昭和30年以前の住宅が�
対象となります�

高さが２ｍ�
以上�

こうばい　　　　　�
勾配が３０度以上�

が
け
地
か
ら
移
転
さ
れ
る
方
に
補
助
を
し
ま
す�

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業�

問
い
合
わ
せ�

　
建
設
課
　
　
1
３７
│

２
２
１
１�

　
都
市
計
画
課
　
1
２３
│

７
６
４
０�

　
建
設
課
　
　
1
３２
│

１
９
７
７�

�

若
者
定
住
促
進
住
宅�（草

谷
ハ
イ
ツ
）�

《
入
居
資
格
》�

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
婚
姻
し

て
い
る
方
ま
た
は
現
在
婚
約
中
で

3
月
以
内
に
婚
姻
す
る
予
定
の
方

で
、
男
女
い
ず
れ
も
40
歳
未
満
の

方
の
う
ち
、
住
宅
退
去
後
も
引
き

続
き
市
内
に
居
住
を
希
望
す
る
方�

入
居
期
間
　
5
年
以
内�

�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅�（城

山
ハ
イ
ツ
）�

《
入
居
資
格
》�

　
所
得
が
中
位
に
あ
る
方
で
自
ら

居
住
す
る
た
め
、
住
宅
を
必
要
と

す
る
方
の
う
ち
、
現
に
同
居
し
、

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
あ
る
方�

�

所
在
地�

　
両
住
宅
と
も
作
手
高
里
地
内�

募
集
戸
数�

　
各
1
戸
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
）�

応
募
期
間
　
9
月
11
日
b
ま
で�

※
家
賃
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

市
営
若
者
定
住
促
進
住
宅�

　
お
よ
び
　�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　
　�

　
　
　
　
　
入
居
者
募
集�

作�本�鳳�



　
行
政
課
　
　
1
２３
│

７
６
１
１�

�

　
平
成
18
年
事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
が
10
月
1
日
現
在
で
行
わ
れ

ま
す
。�

　
こ
の
調
査
は
、
商
店
、
工
場
、

営
業
所
、
事
務
所
、
旅
館
、
学
校
、

病
院
な
ど
の
す
べ
て
の
事
業
所
が

対
象
と
な
る
大
規
模
な
調
査
で
す
。�

　
調
査
の
結
果
は
、
産
業
振
興
計

画
や
交
通
計
画
、
防
災
対
策
な
ど
、

国
・
県
・
市
が
各
種
行
政
施
策
を

進
め
て
い
く
上
で
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
な
り
、
私
た
ち
の
よ
り
良

い
暮
ら
し
や
安
全
・
安
心
な
地
域

づ
く
り
の
実
現
に
活
用
さ
れ
ま
す
。�

�〈
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
〉�

こ
の
調
査
の
実
施
の
た
め
、
9

月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
さ
ん

の
事
業
所
を
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

事
業
所
　
　
　
　�

企
業
統
計
調
査
に�

　
　
　
ご
協
力
を�
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市の大切なお知らせをお届けします�

ShinshiroShinshiro

�

上
級
救
命
講
習
を
受
講
し
て
、
あ

な
た
も
救
命
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に

な
り
ま
せ
ん
か�

�

　
今
年
度
市
消
防
署
管
内
で
救
命
講

習
（
普
通
・
上
級
）
を
受
講
さ
れ
た
方

は
、
す
で
に
500
人
を
超
え
ま
し
た
。�

　
あ
な
た
は
も
う
救
命
講
習
を
受
講

さ
れ
ま
し
た
か
。�

　
も
し
も
の
時
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

と
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
し
て
い
れ
ば
、

目
の
前
に
倒
れ
て
い
る
人
の
命
を
救

う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
知
ら
な
け
れ
ば
助
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
家
族
や
友

人
な
ど
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
に
も

し
も
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
時
の
た
め

に
、
受
講
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。�

　
上
級
救
命
講
習
と
は�

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法�

・
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
に
対
す
る

　
心
肺
蘇
生�

・
大
出
血
時
の
止
血
法�

・
傷
病
者
管
理
法�

・
外
傷
の
手
当
て
要
領�

・
搬
送
法�

で
す
。
初
め
て
受
講
さ
れ
る
方
で
も
、

過
去
に
普
通
救
命
講
習
を
受
講
さ
れ

た
方
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
上
級
救

命
講
習
は
８
時
間
講
習
の
た
め
、
救

命
の
た
め
の
技
術
を
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
じ
っ
く
り
習
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。�

開
催
日
　
9
月
17
日
a�

時
　
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時�

場
　
所
　
鳳
来
分
署�

定
　
員
　
10
人
程
度�

持
ち
物
　
筆
記
具
・
弁
当
持
参�

※
動
き
や
す
い
服
装
で
、
午
前
8
時�

　
55
分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
ま
で
申
し
込
み
可
。�

鳳
来
分
署
　
1
３２
│

２
８
８
８�

問
い
合
わ
せ�

新
城
市
指
定
管
理
者
選
定
審
議
会
が�

指
定
管
理
者
の
選
定
結
果
を
市
長
に
答
申
し
ま
し
た�

9
月
9
日
は
救
急
の
日
�

９
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は
救
急
医
療
週
間
で
す�

　
　
経
済
課
　
1
３２
│

１
９
８
４�

問
い
合
わ
せ�

鳳�

　
市
で
初
め
て
の
指
定
管
理
者
の
募

集
と
な
っ
た
市
営
4
施
設
（
学
童
農

園
山
び
こ
の
丘
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

ー
ミ
ナ
ル
・
布
里
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

鳳
来
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な
）
の
申
請

に
対
し
て
、
新
城
市
指
定
管
理
者
選

定
審
議
会
が
7
月
18
日
c
、
穂
積
市

長
に
選
定
結
果
を
答
申
し
ま
し
た
。�

　
答
申
で
は
、
応
募
の
あ
っ
た
7
団

体
の
う
ち
、
3
団
体
を
選
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
指
定

管
理
者
と
し
て
の
実
績
、
提
案
内
容

を
考
慮
し
、
ビ
ル
ホ
ゼ
ン
グ
ル
ー
プ

（
静
岡
県
静
岡
市
）
を
指
定
管
理
者

に
指
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

　
7
月
31
日
b
の
市
議
会
で
可
決
さ

れ
た
の
で
今
後
、
8
月
中
に
協
定
を

締
結
し
、
9
月
か
ら
指
定
管
理
者
に

よ
る
業
務
が
始
ま
り
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ�

本�
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宅
地
を�

　
　
分
譲
し
ま
す�

用 途 地 域�

第１種中高層住居専用地域（北エリア）�

第１種住居地域（南エリア）�

土地の概要�

建ぺい率／60％�

容積率／200％�

上下水道完備�

前面道路幅6m（舗装予定）�

住　環　境�

ＪＲ飯田線　新城駅　　徒歩10分�

　　　　　　東新町駅　徒歩　5分�

豊鉄バス停　西新町　　徒歩　6分�

学校区　　　新城小学校�

　　　　　　新城中学校�

新城市役所　　徒歩10分�

新城文化会館　徒歩　5分�

新城小学校　　徒歩12分�

新城中学校　　徒歩10分�

※各分譲地は後日確定測量を行います。その結果、多少の面積の増減による総額の変更があります。�

番号� 面　積　G 総　　額� 　G単価　（坪単価）�

番号� 面　積　G 総　　額� 　G単価　（坪単価）�

売　　約　　済�

 205.52（62.17坪） 14,982,408円 72,900円（240,990円）�

 205.52（62.17坪） 14,982,408円 72,900円（240,990円）�

 205.52（62.17坪） 14,982,408円 72,900円（240,990円）�

 205.51（62.17坪） 14,981,679円 72,900円（240,979円）�

 139.14（42.09坪） 10,588,554円 76,100円（251,569円）�

 139.15（42.09坪） 10,923,275円 78,500円（259,521円）�

 278.31（84.19坪）  �

 172.07（52.05坪） 13,903,256円 80,800円（267,113円）�

 172.07（52.05坪） 14,109,740円 82,000円（271,080円）�

 172.07（52.05坪） 14,109,740円 82,000円（271,080円）�

 190.41（57.60坪） 15,308,964円 80,400円（265,780円）�

 313.68（94.89坪） 18,005,232円 57,400円（189,748円）�

 313.69（94.89坪） 18,005,806円 57,400円（189,754円）�

 224.51（67.91坪） 14,997,268円 66,800円（220,840円）�

 224.52（67.92坪） 14,997,936円 66,800円（220,817円）�

 202.47（61.25坪） 13,524,996円 66,800円（220,816円）�

 202.47（61.25坪） 13,524,996円 66,800円（220,816円）�

 170.45（51.56坪） 12,016,725円 70,500円（233,062円）�

 170.45（51.56坪） 12,016,725円 70,500円（233,062円）�

 192.51（58.23坪） 13,571,955円 70,500円（233,074円）�

 192.52（58.24坪） 13,572,660円 70,500円（233,047円）�

 234.76（71.02坪） 15,987,156円 68,100円（225,107円）�

12 �

13 �

14 �

15 �

16 �

17 �

18 �

19 �

20�

21�

22

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10 �

11 

　
新
城
田
町
川
土
地
区
画
整
理
組
合
で
は
、
保
留
地
の
宅
地
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。�

　
昨
年
度
売
り
出
し
た
飯
田
線
北
の
区
画
も
価
格
を
見
直
し
、
新
た
に
飯
田
線
南
区�

画
を
分
譲
し
ま
す
。�

新
城
田
町
川
土
地
区
画
整
理
組
合
�

　
都
市
計
画
課
　
1
２３
│

７
６
４
０�

問
い
合
わ
せ�

本�

17 

20
21

16 

19 15 
18 14 

13 

12 

22

1

2

3

4
5
6

7

8

9

10 

11 

北エリア� 南エリア�
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市の大切なお知らせをお届けします�

ShinshiroShinshiro

第
31
回
「
新
城
市
民
文
化
講
座
」�

「こころの居場所」�

生
涯
学
習
課
　
1
２３
│

７
６
５
５�

問
い
合
わ
せ�

本�

おちあい　　けい こ�

落合　恵子�

「心地よい日本語」�

「21世紀・私たちの選択」�

「音楽と自然～世界を見つめて～」�

きん だ いちひで ほ�

金田一秀穂�

みや た　か　よ　こ�

宮田佳代子�

　き　　　た　　 ろう�

喜　多　郎�

9月2日（土）�

9月18日（祝）�

10月14日（土）�

11月25日（土）�

�

　
　
行
政
課
　
1
２３
│

７
６
１
１�

�

　
平
成
18
年
度
市
区
長
会
の
代
表

区
長
9
人
か
ら
、
会
長
1
人
、
副

会
長
2
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）�

会
　
長
　
加
藤
末
四
郎
（
有
海
）�

副
会
長
　
尾
澤
　
豊
雄
（
名
号
）�

　
　
　
　
は
ま
も
と�

　
〃
　
　
　
本
　
義
則
（
明
和
）�

代
表
区
長
　
原
田
　
卓
昌
（
東
新
町
）�

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
ひ
ろ�

　
〃
　
　
加
藤
　
捷
博
（
諏
訪
）�

　
〃
　
　
白
井
　
正
弘
（
鳥
原
）�

　
〃
　
　
冨
安
　
辰
夫
（
八
名
井
）�

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き

お�

　
〃
　
　
上
野
　
幸
男
（
小
川
）�

　
　
　
　
　
　
　
よ
し
み
つ�

　
〃
　
　
鈴
木
　
　
允
（
玖
老
勢
）�

　
今
後
皆
さ
ん
に
は
、
行
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を
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地
区
に
報
告
し
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地
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か
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と
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ま
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　プロのドライビングインスト�
ラクターによる講習会です �
〈日時・場所〉�
　第１回　９月30日（土）�
　　①午前10時～正午�
　　②午後 2時～ 4時�
　　ふれあいパークほうらい �
　第２回　11月５日（日）�
　　③午前10時～正午�
　　④午後 2時～ 4時�
　　市内工場用地を予定�
〈応募資格〉�
　普通運転免許証をお持ちの方�
　ならどなたでも応募できます�
〈募集人数〉�
　①～④の日程で各25人�
　※応募者多数の場合は抽選�
〈参 加 費〉　 1人　500円�
〈申込方法〉�
　①～④の希望日時・住所・氏�
　名・電話番号を企画課まで電�
　話・ファックスまたはＥメー�
　ルでお知らせください�
〈申込期限〉�
　第 1回　 9月20日d�
　第 2回　10月25日d

　昨年10月の合併から 1年が過�
ぎようとしています。これを記�
念して式典と市政運営に関する�
報告会を開催します。�
　「市の現状はどのようになって�
いるのだろう？」など、新市の�
これまでの歩み、これからの展�
望、めざしている方向性をお話�
しします。�
日時　10月1日a�
　　　午前10時～11時30分�
場所　新城文化会館大ホール�
内容　式典�
　　　市政の動き�
　　　市議会の活動�
　　　新市の教育�
　　　市民病院の状況�

市制１周年記念式�

秘書広報課　　1２３─７６１８�
問い合わせ�
本�

問い合わせ�

　新城文化会館　大ホール　　　２，０００円（４回通し）�
聴講券取扱所　新城文化会館・設楽原歴史資料館・市文化協会・新城青年会議所�
　　　　　　　市教育委員会（生涯学習課、鳳来教育課、作手教育課）�

明治大学英米文学科卒業後、株式会社文化放送入社。�
アナウンサーを経て、作家生活に入る。�
平成15年 4 月から東京家政大学教授�
『ジェンダースタディーズ（女性学）』�
ニューエルダーシチズン大賞審査員。�

　　　　　けん い�
日本語学の権威、金田一京助を祖父に、日本語学者で唱歌�
や童謡、方言の研究で知られる金田一春彦を父に持つ 3代�
目。中国大連外語学院、コロンビア大学などで日本語を教�
え、インドネシア、ミャンマー、ベトナムなどで日本語教�
師の指導も行う。フジテレビ系番組「タモリのジャポニカ�
ロゴス」で解説を行う。�

テレビブラウン管を通し、おなじみのキャスター。�
東京生まれ、日本大学芸術学部放送学科を卒業後、テレビ�
朝日の人気番組「サンデープロジェクト」の司会を担当。�
政治・経済・社会問題から環境問題まで幅広い講演活動を�
行っている。�

ＮＨＫ特集「シルクロード」の音楽担当。�
日本レコード大賞（特別賞）受賞。�
ゴールデングローブ賞・作曲賞受賞。�
第43回グラミー賞最優秀ニューエイジ・アルバム賞受賞。�

午後1時45分�

午後2時�

午後2時�

午後2時�

所� ￥�

体験型　　　　　　　　　�

セーフティドライブ�
　　　　　　講習会�
（新城ラリー2006関連事業）�

企画課�
1２３─７６２０　5２３─７２９６�
　kikaku@city.shinshiro.lg.jp

本�

em

新城ロータリークラブ40周年記念協賛�



　今をさかのぼること約430年前、天正3年（1575）
の長篠・設楽原の戦いを今に伝える、第17回設
楽原決戦場まつりが7月2日（日）、竹広地区の古
戦場一帯で行われました。�
　信玄塚では、戦没者慰霊法要に続き、東郷東
小学校1・2年生児童による創作演舞や東郷東・
西小学校の児童と東郷中学校の生徒などによる

武者行列が行われました。�
　また、長篠・設楽原鉄砲隊隊員21人が、合戦
で戦死した兵士の霊を弔う火縄銃の演武を披露
しました。�
　会場からは、一射撃終わるたびに歓声がわき
あがりました。�

火縄銃のごう音響く設楽原決戦場まつり�

　中学生以下の子どもが絵や写真、メ
ッセージなどで身近な川や水辺の魅力
を紹介する「みんなでつくろう　ぼく
らの水辺再発見マップ」で、県の最優
秀賞に選ばれた舟着小学校5年の白井夏
純さんと3年の結花さんが、6月28日（水）
に市役所を訪れ、穂積市長に受賞の喜
びを報告しました。�
　この作品は、7月8日（土）に東京で開
催された「川の日フォーラム」で、優
秀賞に選ばれました。�

｢ぼくらの水辺再発見マップ｣�
コンテストで最優秀賞獲得�

か�

すみ� ゆう�か�
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　7月11日（火）、鳳来中部小学校で児童と保護者
約350人が集まり、PTA教育講演会が開かれました。
講演会は、元東山動物園園長の川村浩さんを講師
に迎え、『動物たちの生き残り作戦』と題し、約20
年間勤めた東山動物園での経験を、スライドを使
ってなぞなぞなどのクイズを入れながら講演をし
ました。2年生の杉本美穂子さんは、「いろんな動
物が助け合って生きていることが分かって、勉強
になりました」とうれしそうでした。�
　動物を通して自然のようすを知る機会となった
講演会で、参加した人たちは、自然を再認識して
いました。�

動物の新たな一面が�
分かったよ！�

み� こ�ほ�

「ツール・ド・新城」開幕�
つ� ゆ�

　梅雨特有の蒸し暑い中、7月8日（土）・9日（日）
の2日間、新城総合公園で自転車による公道レー
ス、バイクナビ・グランプリ2006「ツール・ド・
新城」が行われました。これは、豊かな自然を
利用したアウトドアスポーツの振興による活力
あるまちづくり「DOS地域再生プラン」に基づ
くものです。�
　初日は公園内1.3キロメートルを周回する個人
のロードレース「新城クリテ」。メインレース
では新城吹奏楽団のファンファーレが鳴り響く
と、一斉に選手がスタート。各選手たちは、日
ごろの練習の成果を発揮し、周回レースに挑戦
しました。�
　2日目は公園内と公道2.6キロメートルを使っ
た2時間・3時間の耐久レースで、雨の中白熱し
たレースでした。2日間で総勢825人が参加する
にぎやかな大会となりました。�

　市内で36.8度と真夏日を記録した7月14日（金）、
新城小学校の6年生児童95人が桜淵公園を流れる
豊川で、“豊川を泳ぐ会”を行いました。泳ぎの得
意な子は130メートル、苦手な子は80メートルに
分かれ横断水泳に挑戦し、参加した児童は見事泳
ぎきりました。�
　6年生の中島渉太君は、「最初は緊張して泳ぎ切
れるか心配だったけれど、気持ちよく泳げてよか
った」と楽しそうに話していました。�

新城小学校で�
豊川を泳ぐ会を実施�

しょう�た�
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　7月14日（金）、新城文化会館で第5回世界
新城サミットの報告会が開かれました。�
　穂積市長の通訳として同行した西川晴
子さんは、イギリスでの市長の裏話（失
敗談）を交え、世界各国とネットワーク
を持つ新城市のすばらしさを会場の皆さ
んに報告しました。最後に市長が「新城
サミットは行政サイドとして多くの反省
点はあるが、国際交流はこの10年間で草
の根の活動などが広がり大きく前進した」
と述べました。�

　7月28日（金）から30日（日）までの間、新城文化会
館で「おむすびころりん」の10周年記念イベント
として手づくり絵本の展示会が開かれました。�
　‘奥三河の祭’と題し、鳳来寺田楽や火おんどり
など13の祭りを、色画用紙をつなげて長さ約15メ
ートルにもおよぶ大型絵本として展示。そのほか
にも創作絵本やひっぱり絵本、子どもたちの体験
絵本が展示されました。�
　おむすびころりんの代表の竹内純子さんは「10
年間を振り返ると、子育てや仕事の関係で月1回
の会に参加できる人が2人しかいない時もありま
したが、ここまで会を続けることができてよかっ
たです」と感慨深げに語っていました。�

心温まる手づくり絵本を展示�

　市国際交流協会による｢エチオピア植林ツアー
体験とＮＰＯの活動を聞く会」が、7月29日（土）
市民体育館で開かれました。この日参加した約50
人は、「ＮＰＯ法人フー太郎の森基金（アフリカの
人たちが生きていくために何よりも必要な水の問
題に、木を植えることから取り組む団体）」の植林
ツアーを体験した峰野恵子さん（富栄地区）と原
田要次郎さん（一色地区）の貴重な話を聞きまし
た。その後、「フー太郎の森基金」代表の新妻香織
さんがエチオピアの森林の現状を説明しました。
参加した60代の男性は、「エチオピアの実情が分か
って勉強になりました。また、森林資源の大切さ
を理解できました」と話していました。�

「エチオピアを知る集い」開催�

　7月12日（水）、海老小学校児童29人が避難訓練を行
いました。�
　市の消防署職員から説明を受けた後、震度7の地震
を発生させる起震車（ナマズ号）体験で、家庭の台
所をイメージしたトラックに乗車し、揺れを体験し
ました。�
　6年生の請井真鈴さんは、｢思っていた以上に揺れ、

パニックになってしまったので、
本当に地震が起こったときはパ
ニックにならないようにしたい
と思います｣と真剣なまなざし
で答えました。�
　一方協和小学校では、11日
（火）、児童32人が水消火器を使
い、ペットボトルを的として消
火訓練などを行いました。�

ま�りん�

小学校で防災訓練を実施�世界新城サミット�
報告会�
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　7月30日（日）、阿寺の七滝周辺で、阿寺の七滝ま
つりが行われました。地元の米を使った五平餅や
梅製品などの特産品販売、今年からはじめたポン
菓子のサービス、景品付きのミニ弓道大会や虹ま
す釣り、うなぎのつかみ取りなどがありました。
中川将志君（小学校4年生）は「うなぎがぬるぬる
して袋に入れようとしてもなかなか入らず苦労し
ました」と手でつかむことの大変さを感じている
ようでした。�

阿寺の七滝まつり�

まさ�し�

広報しんしろ・ほのか　　2006.9
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講
座
先
着
84
人
�

※
参
加
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　
当
日
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
定
員

　
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
�

 
�

�　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
�

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1
�

　
　
　
35
‐
5
0
1
2
�

hourai9
8
@
m
b.infow

eb.ne.jp

�

　
　
〒
4
4
1-

1
9
4
4
　
�

　
　
新
城
市
門
谷
字
森
脇
６
�

「
き
の
こ
展
」
�

　
新
城
地
方
と
そ
の
周
辺
に
生

え
る
野
生
き
の
こ
を
実
物
で
展

示
し
、
自
然
界
で
の
き
の
こ
の

働
き
や
生
態
を
パ
ネ
ル
で
解
説

し
ま
す
。
�

　
9
月
23
日
（祝）
〜
11
月
23
日
（祝）

　
（
11
月
は
無
休
）
�

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　
�

　
大
人
210
円
　
子
ど
も
100
円
�

「
草
原
の
虫
を
し
ら
べ
よ
う
」
�

　
秋
の
昆
虫
を
観
察
し
ま
す
。
�

　
9
月
24
日
（日）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
�

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
�

　
大
人
500
円
　
子
ど
も
300
円
�

　
50
人
�

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
�

　
博
物
館
学
術
委
員
�

※
電
話
で
博
物
館
ま
で
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
�

〈
自
然
情
報
・
資
料
提
供
の
お

願
い
〉
�

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

で
は
、
奥
三
河
の
自
然
に
関
す

る
資
料
の
収
集
と
保
存
、
調
査

研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
地
学
、
動
物
、
植
物
、

き
の
こ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
郷
土
の

新
鮮
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
�

こ
う
よ
う
�

広報しんしろ・ほのか　　2006.9

時�所�他�時�

所�内�問�

本�

催
し
催
し
・
行
事
行
事

催
し
催
し
・
行
事
行
事

催
し
催
し
・
行
事
行
事

催
し
・
行
事

「
資
料
展
」
�

第
11
回
日
本
自
然
写
真
展
�

介
護
予
防
講
座
�

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
学
習
会
�

観
来
館
9
月
の
展
示
�

み
に
こ
ん
か
ん
�

問�

時�内�講�時�内�講�

時�内�講�所�￥�

時�所�￥�

鳳�

問�

本�

em

申�
問�

時�時� 所�￥�集�￥�定�持�講�

em 定�

問�

作�



�� 
�

　
　
作
手
教
育
課
�

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

　
9
月
9
日
（土）
　
午
後
6
時
�

　
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

　
（
作
手
白
鳥
地
内
）
　
　
　

　
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
�

　
（
中
国
琵
琶
の
響
き
）
�

出
演
　
　
　
ほ
か
�

　
大
人
　
　
　
　

2,
0
0
0
円
�

　
子
供（
小
学
生
）
1,
0
0
0
円
�

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、作
手
教
育
課
以
外

　
に
生
涯
学
習
課（
23
‐
7
6
5
5
）

　
と
鳳
来
教
育
課（
32
‐
0
5
1
5
）

　
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
�

 
�

��　
　
作
手
教
育
課
�

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

　
保
育
園
入
園
前
の
お
子
さ
ん

　
と
子
育
て
中
の
方
�

「
虫
探
し
」
�

　
9
月
8
日
（金）
�

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
�

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
作
手
総
合
支
所
　
職
員
�

「
読
み
聞
か
せ
・
絵
本
の
紹
介
」
�

　
9
月
22
日
（金）
�

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
�

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
岡
山
嘉
英
氏
�

　
牧
野
扶
美
子
氏
�

����　
　
　
行
政
課
　
�

　
　
　
☎
23
‐
７
６
１
３
�

　
　
　
　
23
‐
２
０
０
２
�

　
　
　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
　
　
（
住
所
不
要
）
�

　
　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
24
‐
0
0
0
1
�

　
　
　
22
‐
1
1
1
2
�

joho-center@
city.shinshiro.lg.jp

�

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民

パ
ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

キ
ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

い
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、

電
源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、

簡
単
な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ

し
く
、
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
�

　
9
月
23
日
（祝）
午
後
1
時
〜
4
時
�

　
9
月
24
日
（日）
午
後
1
時
〜
4
時
�

　
（
2
日
間
で
1
コ
ー
ス
）
�

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
�

　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
）
�

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

　
代
1,
0
0
0
円
を
ご
用
意
く

　
だ
さ
い
）
�

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
で
、
2
日

　
間
と
も
に
受
講
で
き
る
方
�

申
込
期
間
　
�

　
9
月
1
日
（金）
〜
13
日
（水）
�

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

　
を
記
入
し
、は
が
き
・フ
ァ
ッ
ク
ス
・

　
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
�

��　
　
　
介
護
高
齢
課
　
　
　
　
　

　
　
　
☎
23
‐
７
６
8
8
�

　
　
　
市
民
福
祉
課
�

　
　
　
☎
32
‐
0
5
1
1
�

　
　
　
市
民
福
祉
課
�

　
　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

kaig
o@
city.shinshiro.lg

.jp

�

　
こ
の
研
修
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
地
域
の
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
実
際
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
�

�　
9
月
23
日
（祝）
　
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
�

　
作
手
介
護
予
防
拠
点
施
設
�

�　
9
月
24
日
（日）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
�

　
新
城
文
化
会
館
�

�　
9
月
30
日
（土）
　
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
�

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー
�

�　
講
義
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
の
す
す
め
　
�

　
演
習
　
自
分
た
ち
に
で
き
る

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
考
え
る
�

　
各
開
催
日
と
も
先
着
40
人
�

　
無
料
�

　
9
月
22
日
（金）
�

 
�

��

���　
　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
　

　
　
（
鳳
来
教
育
課
）
�

　
　
☎
32
‐
0
1
6
2
�

hri-hozonkan@
city.shinshiro.lg.jp

�

　
市
で
は
、
国
指
定
史
跡
長
篠

城
跡
の
発
掘
調
査
な
ど
の
作
業

員
を
募
集
し
ま
す
。
�

　
発
掘
作
業
　
�

　
10
月
2
日
（月）
〜
12
月
中
旬（
予
定
）�

　
整
理
作
業
　
�

　
作
業
可
能
日
〜
平
成
19
年
　

　
3
月
30
日
（金）
（
予
定
）
�

�����������������������

　
作
業
時
間
　
�

　
午
前
9
時
〜
午
後
４
時
�

（
1
日
6
時
間
で
週
4
・
5
日

　
程
度
）
�

　
長
篠
城
跡
地
内
�

　
20
人
程
度
�

　
遺
跡
の
発
掘
作
業
と
、
遺
跡

　
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
整
理

　
作
業
・
報
告
書
作
成
の
補
助
�

　
発
掘
作
業
員
　
950
円
（
時
給
）
�

　
整
理
作
業
員
　
880
円
（
時
給
）
�

※
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
の
上
、
写
真
を
貼
り
保
存
館

　
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

広報しんしろ・ほのか　　2006.9

自衛官などの募集�

問�自衛隊愛知地方連絡部豊川案内所�
☎0533－85－2411

防衛大学校
学 生

防衛医科大
学 校 学 生

看 護 学 生

航 空 学 生

一般曹候補
学 生

曹 候 補 士

2等陸・海・
空 士

自衛隊生徒

21歳未満��
高卒（見込み含む）�

24歳未満��
高卒（見込み含む）�

21歳未満��
高卒（見込み含む）�

18歳以上�
24歳未満�

18歳以上�
27歳未満�

17歳未満の男子��
中卒（見込み含む）�

1次：11月4･5日（土・日）��
2次：12月上旬�

1次：10月15日（日）��
2次：11月中旬�

1次：9月23日（祝）��
2次：10月中旬��
3次：11月中旬�

1次：９月16日（土）��
2次：10月上旬�

1次：19年1月13日（土）　　　�
2次：1月下旬�

1次：11月11･12日（土・日）��
2次：12月中旬�

年間を通じて行っています�

9月  8日（金）�
　　～��
9月29日（金）�

9月  8日（金）まで�

11月  1日（水）～��
19年1月  9日（火）�

募集種目 受付期間 試 験 期 日 応募資格

対�時�所�講�時�所�講� 内� 時�所�￥�「
に
こ
に
こ
教
室
」
�

「
つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
」
�

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
�

び
　
わ
�

よ
し

え
�

ふ
　
み
　
こ
�

テ
ィ
ン
テ
ィ
ン
�

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
�

申�
問�

本�
申�
問�em

em

時�所�定�対� ￥�応�

さ
わ
�

て
い
ね
い
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
�

定�￥�〆� 内�
所�
時�

鳳�作�

em
平
成
18
年
度
　
�

臨
時
職
員
（
発
掘
作
業
員
）
�

申�
問�時�

所�定�内�￥�

本�
申�
問�

問�

作�

問�

作�



��　
　
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
�

　
　
☎
23
‐
7
7
8
3
�

siea@
crux.ocn.ne.jp�

http://w
w
w
.shinshiro-siea.jp

�

　
10
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・
　

　
26
日
・
11
月
2
日
・
9
日
・
　

　
16
日
・
30
日
�

　
全
8
回
で
す
べ
て
木
曜
日
�

　
初
級
コ
ー
ス
（
中
学
生
以
上
）
�

　
午
後
7
時
45
分
〜
9
時
�

　
鳳
来
中
央
集
会
所
（
大
野
地
区
）
�

　
国
際
交
流
協
会
　
会
員
　
�

　
　
　
　
　
　
　
5,
0
0
0
円
�

　
国
際
交
流
協
会
　
団
体
会
員
�

　
　
　
　
　
　
　
6,
0
0
0
円
�

　
一
般
（
非
会
員
）
�

　
　
　
　
　
　
　
8,
0
0
0
円
�

　
杉
浦
エ
リ
ザ
ベ
ス
氏
�

　
9
月
20
日
（水）
�

　
30
人
（
協
会
会
員
優
先
）
�

　
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
�

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、

　
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
�

 
�

���� 
　
福
祉
課
�

　
　
☎
23
‐
7
6
2
4
�

 
 
市
民
福
祉
課

　
　
☎
32
‐
1
9
8
2
�

　
　
市
民
福
祉
課
�

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
�

　
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当
、
在

宅
重
度
障
害
者
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
8
月
上
旬
に
郵
送
し
て

い
る
現
況
届
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
土
、
日
曜
日
を
除
く
8
月
11

日
（金）
か
ら
9
月
8
日
（金）
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�� 
�
 
　
児
童
課
�

　
　
☎
23
‐
7
6
2
2
　
　
　
　

　
 
市
民
福
祉
課

　
　
☎
32
‐
1
9
8
2
�

　
　
市
民
福
祉
課
�

　
　
☎
37
‐
2
2
1
1
　
　
　
　

　
児
童
扶
養
手
当
、
県
・
市
遺
児

手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
方
で
現
況
届
を
提
出
し
て

い
な
い
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

�����　
　
東
三
河
流
域
森
林
・
林
業
活

　
　
性
化
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
2
5
5
4
�

　
　
　
24
‐
1
3
0
0
�

　
　
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
�

　
　
新
城
林
務
課
�

　
　
☎
23
‐
2
1
1
1
�

　
　
林
業
振
興
課
�

　
　
☎
0
5
3
6
‐
62
‐
0
5
4
7
�

　
9
月
30
日
（土）
・
10
月
14
日
（土）
�

　
（
2
回
連
続
講
座
）
�

　
豊
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
�

　
奥
三
河
地
域
に
森
林
を
所
有

　
す
る
都
市
部
在
住
の
方
�

　
境
界
の
確
認
�

　
手
入
れ
に
か
か
る
費
用
�

　
補
助
事
業
の
活
用
�

　
森
林
組
合
と
の
個
別
相
談
�

　
1,
0
0
0
円
�

　
9
月
15
日
（金）
 
�

���

　
　
市
農
業
委
員
会
　
　
　
　

　
　
（
農
業
振
興
課
）
　
　
　

　
　
☎
23
‐
7
6
3
3
�

　
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に

変
更
す
る
際
の
「
農
地
転
用
」

の
手
続
き
、
農
地
を
改
良
す
る
た

め
の
埋
め
立
て
、
農
地
の
売
買
、

貸
し
借
り
な
ど
農
地
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。�

　
9
月
7
日
（木）
　
　
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

���　
東
海
農
政
局
�

　
豊
橋
統
計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
0
5
3
2
‐
56
‐
3
0
3
0
�

　
東
海
農
政
局
で
は
、
19
年
産

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
へ
の
加
入
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
�

　
秋
ま
き
麦
の
収
入
が
減
少
し

た
場
合
の
影
響
を
緩
和
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ナ
ラ
シ
対
策
」
に

加
入
す
る
方
が
対
象
で
す
。
�

　
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
制
度

の
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

対
策
の
要
件
を
満
た
す
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
9
月
1
日
（金）
〜
11
月
30
日
（木）
�

���　
新
城
図
書
館
　
　
　
　
　
　
　

　
☎
23
‐
2
3
3
3
�

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

�

お
す
す
め
の
本
�

「
フ
ラ
ッ
ト
化
す
る
世
界

上
・
下
」
 

　
原
題
：
�

　The world is flat.updated and expanded.

�

　
ト
ー
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
著
�

　
　
　
　
　
　
　
伏
見
威
蕃
訳
�

　
ピ
ュ
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
3
度

受
賞
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

あ
る
著
者
が
、
イ
ン
ド
・
中
国
・

日
本
・
欧
米
諸
国
の
経
営
者
や

政
治
家
ら
へ
の
綿
密
な
取
材
を

も
と
に
著
し
た
作
品
で
す
。
全

米
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
翻
訳
本
（
シ

リ
ー
ズ
1
作
目
）
で
す
。
�

「
メ
イ
ク
・
ア
・
ウ
ィ
ッ
シ
ュ

の
大
野
さ
ん
」
　
大
野
寿
子
著
�

　
難
病
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
を

叶
え
る
「
メ
イ
ク
・
ア
・
ウ
ィ

ッ
シ
ュ
」
の
活
動
に
つ
い
て
書

か
れ
た
本
で
す
。
�

�� 
�

　
新
城
警
察
署
　
�

　
☎
22
‐
０
１
１
０
�

つ
な
げ
よ
う
心
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
対
話
が
作
る
家
庭
の
ぬ
く
も
り
�

　
長
い
夏
休
み
が
終
わ
っ
た
9

月
は
、
夏
休
み
中
の
不
規
則
な

生
活
に
よ
る
遊
び
癖
や
怠
け
癖

か
ら
、
家
出
す
る
少
年
少
女
た

ち
が
増
加
す
る
時
期
で
す
。
�

　
保
護
者
の
方
は
、
子
ど
も
が

何
を
考
え
、
ど
ん
な
こ
と
に
興

味
が
あ
る
の
か
な
ど
、
自
分
の

子
ど
も
を
理
解
し
守
る
た
め
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
�

警
察
相
談
　
か
け
て
安
心
�

　
　
　
　
　
　
「
♯
9
1
1
0
」
�

　
9
月
11
日
は
�

　
　
　
　
「
警
察
相
談
の
日
」
�

　
「
＃
9
1
1
0
」
（
シ
ャ
ー
プ

キ
ュ
ウ
イ
チ
イ
チ
マ
ル
）
で
は
、

犯
罪
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
や
、

暮
ら
し
の
安
全
と
平
穏
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
�

　
「
＃
9
1
1
0
」
は
プ
ッ
シ

ュ
回
線
の
電
話
や
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
警
察
本
部
の
相
談

室
に
直
接
つ
な
が
り
ま
す
。
�

　
な
お
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
電

話
や
、
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
で
は

ご
利
用
で
き
な
い
た
め
、
そ
の

場
合
は
「
0
5
2
‐
9
5
3
‐

9
1
1
0
」
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。
�

　
開
設
時
間
は
、
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
で
す
。
�
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ふ
し
み
 
い
わ
ん
�

お
お
の
 
ひ
さ
こ
�

emHP
申�
問�

申�
問�

時�所�￥�講�〆�定�応�

手
　
当

手
　
当

手
　
当

手
　
当

手
　
当

現
況
届
の
提
出
�

現
況
届
の
提
出
�

秋
ま
き
麦
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ
�

図
書
館
だ
よ
り
�

農
地
相
談
�

問�

本�

問�

受�

所�

時�

対�内�時�所� ￥�〆�

鳳�作�

問�問� HP

新
城
警
察
署
だ
よ
り
�

問�

本�

問�

本�

作� 鳳�

『
林
業
経
営
塾
』を
開
催
し
ま
す
�

「
は
じ
め
の
一
歩
」
英
会
話
講
座
�

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他



循環社会推進課�
1２３─７６２９�

問い合わせ� 本�

譲
り
た
い
も
の�

¡

自
転
車�

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の�

¡

リ
ヤ
カ
ー�

�

　「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て�

ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、�

①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番
号�

を
本
庁
循
環
社
会
推
進
課
へ
お
知�

ら
せ
く
だ
さ
い
。�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�

リ
サ
イ
ク
ル
　
　�

　
情
報
コ
ー
ナ
ー�

�

販
売
店
の
Ｐ
Ｒ
を
拡
大
し
ま
す�

�

　
「
し
ん
し
ろ
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
」
認

定
制
度
は
、
ご
み
減
量
・
資
源
再
使

用
・
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
（
3
Ｒ
）
の

取
り
組
み
を
自
主
的
に
行
う
販
売
店

を
、
市
が
市
民
と
と
も
に
審
査
・
認

定
し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、

市
民
・
事
業
所
・
行
政
が
協
働
で
ご

み
減
量
と
資
源
保
護
意
識
な
ど
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
7
月
末
現
在
で
認
定
販
売
店
は
10��

店
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
9
月
か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
認
定
販
売
店
の
紹
介
を
さ
ら
に
充�

　
　
　
　
　
　
　
　※�

実
し
て
、
市
民
の
３
Ｒ
へ
の
取
り
組

み
を
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。
Ｐ

Ｒ
内
容
は
、
販
売
店
の
お
す
す
め
情

報
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告
知
、
認
定
審

査
員
に
よ
る
講
評
な
ど
で
す
。�

　
ま
た
、
認
定
販
売
店
の
申
請
・
市

民
認
定
審
査
員
の
募
集
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。�

�

「
３
Ｒ
」
っ
て
何
？�

�

　
リ
デ
ュ
ー
ス
（R

ed
u
ce

）、
リ
ユ�

ー
ス（R

euse

）、
リ
サ
イ
ク
ル（R

ecycle

）�

の
英
語
の
頭
文
字
「
Ｒ
」
を
指
し
た

も
の
で
す
。�

�
リ
デ
ュ
ー
ス
（R

ed
uce

）
は
、

い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
捨
て

る
こ
と
自
体
を
見
直
す
こ
と
で

す
。
使
い
捨
て
の
も
の
な
ど
ご

み
に
な
る
も
の
は
使
用
し
な
い

な
ど
、
物
の
量
を
減
ら
す
こ
と

で
す
。�

�

リ
ユ
ー
ス
（R

euse

）
は
、
使
用

済
み
に
な
っ
て
も
、
も
う
一
度

使
え
る
も
の
は
ご
み
と
し
て
廃

棄
し
な
い
で
再
使
用
す
る
こ
と

で
す
。�

�

リ
サ
イ
ク
ル
（R

ecycle

）
は
、

再
使
用
が
で
き
ず
に
ま
た
は
再

使
用
さ
れ
た
後
に
廃
棄
さ
れ
た

も
の
で
も
、
再
生
資
源
と
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
で
す
。�

　
「
3
Ｒ
」
活
動
と
は
、
こ
の
３
つ

の
「
Ｒ
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
ご
み

を
で
き
る
限
り
少
な
く
し
て
、
ご
み

の
焼
却
や
埋
立
に
よ
る
環
境
へ
の
悪�

　
　
　
き
ょ
く
り
ょ
く�

影
響
を
極
力
減
ら
す
こ
と
と
、
限
り

あ
る
地
球
の
資
源
を
、
有
効
に
繰
り

返
し
使
う
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。�

��

�
�

　
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
行
う
環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
や
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
な
ど
を
、
「
エ
コ
標
語
」
に

し
て
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
け
ん�

　
一
人
ひ
と
り
が
環
境
保
全
に
貢
献

す
る
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
あ
な
た
が

考
え
た
「
エ
コ
標
語
」
が
多
く
の
方

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。�

　
テ
ー
マ
は
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
・

地
球
温
暖
化
・
3
Ｒ
な
ど
エ
コ
に
関

連
し
た
も
の
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
。�

あ
な
た
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。�

�（
例
え
ば
…
）�

�
「
も
っ
た
い
な
い
　�

　
　
　
使
え
る
も
の
は
最
後
ま
で
」�

「
我
慢
し
て
　
節
約
す
る
ひ
と�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ
こ
い
い
」�

�

応
募
方
法�

　
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
①
〜
⑤
を
記
入
し
お
送

り
く
だ
さ
い
。�

　
①
エ
コ
標
語
　
②
氏
名
　
③
住
所�

　
④
年
齢
　
⑤
電
話
番
号�

※
未
発
表
作
品
で
あ
れ
ば
、
1
人
い

く
つ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
発
表
は

随
時
、
広
報
紙
な
ど
に
掲
載
し
、�

　
　
　
　
　
　
　
け
い
は
つ�

　
ま
た
市
の
環
境
啓
発
活
動
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

�（
あ
て
先
）�

　
〒
４
４
１
│

１
３
９
２�

　
　
　
　
　
　
　
（
住
所
不
要
）�

　
循
環
社
会
推
進
課�

　
　
　
　
　
　
　
「
エ
コ
標
語
」
係�

　
1
２３
│

７
６
７
７�

　
5
２３
│

８
３
８
８�

kankyou@
city.shinshiro.lg.jp

em
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犬の｢ふん｣で多くの人が迷惑しています�
きちんとマナーを守りましょう�

屋外ではしっかりつないでおきましょう！�

散歩するときはリードをつけましょう！�

ふんは持ち帰りましょう！�

｢

エ
コ
標
語｣

を
募
集
し
ま
す�

も
う
ご
存
知
で
す
か
？
　
　�

「
し
ん
し
ろ
　
　
　
　
　
　
　�

　
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
認
定
制
度
」�
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事
業
型
の
新
た
な
　�

　
　
郷
土
芸
能
伝
承�

　
　
ド
ド
ド
ド
―
。
月
曜
夜
8
時
、
湯
谷
温

　
　
泉
に
地
鳴
り
の
よ
う
に
響
く
和
太
鼓
の

音
。
汗
を
に
じ
ま
せ
、
ひ
た
す
ら
バ
チ
を
打

ち
込
む
の
は
、
長
篠
陣
太
鼓
保
存
会
の
メ
ン

バ
ー
で
、
地
元
在
住
の
男
性
た
ち
で
す
。
昼

間
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、
和

太
鼓
演
奏
者
と
い
う
も
う
一
つ
の
顔
を
持
っ

て
い
ま
す
。�

　
　
篠
陣
太
鼓
」
の
発
足
は
30
年�

　
　
前
。
湯
谷
温
泉
の
観
光
名
物

と
し
て
、
長
篠
合
戦
時
に
使
用
さ

れ
た
「
血
染
め
の
陣
太
鼓
」
を
も

と
に
し
た
創
作
太
鼓
を
や
ろ
う
と
、

陸
上
自
衛
隊
豊
川
駐
屯
地
の
太
鼓

部
「
三
河
陣
太
鼓
」
か
ら
指
導
を

受
け
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
で
は
、
す
っ
か
り
地
元
の

郷
土
芸
能
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。�

　
　
の
特
徴
は
、
地
域
内
外
で
の

　
　
演
奏
活
動
を
通
じ
て
自
主
財�

源
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。
太
鼓
や
移
動
用
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
の
維
持
管
理
費
用
な
ど
を
捻
出
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
鳳
来

地
区
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
学
校
単
位
の
ク

ラ
ブ
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
毎
年
、

演
奏
活
動
で
得
た
収
入
を
使
っ
て
「
子
ど
も
陣

太
鼓
発
表
会
」
を
開
催
。
子
ど
も
た
ち
に
成
果

発
表
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。�

　
　
太
鼓
を
通
じ
て
、
大
人
が
稼
ぎ
、
子
ど
も

　
　
が
成
長
す
る
―
。
世
代
を
更
新
し
な
が
ら
、

郷
土
芸
能
「
長
篠
陣
太
鼓
」
は
受
け
継
が
れ
て

い
き
ま
す
。�

ド�

｢

長�

代 表 者　鈴木直博（会員23人）�
活動内容　①長篠陣太鼓演奏活動�
　　　　　②小中学生長篠陣太鼓クラブ指導�
　　　　　③子ども陣太鼓発表会企画・運営�
設　　立　昭和50年�
連 絡 先　すしや商店（鈴木直博）　1　32－1052�
ホームページ　http://www.sala.or.jp/～ito-mmt/

長篠陣太鼓保存会�

会�

和�

しんしろ市民活動サポートセンター運営委員会�
http://shinshirosimin.hamazo.tv/

　
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
�

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
団
体
は
、
市
域
を
越
え
て
広
く
�

地
域
社
会
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
「
東
三
河
市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト
」
は
、
地
域
社
会
で
活
躍
す
る
ボ
�

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
団
体
の
活
動
情
報
を
集
約
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

や
市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
「
欲
し
い
情
報
」
を
簡
単
に
探
す
�

こ
と
が
で
き
、
活
動
の
Ｐ
Ｒ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行
い
た
い
方
は
�

情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

市民活動団体� 東
三
河
市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト
�

東
三
河
５
市
の
市
民
活
動
情
報
を
す
ぐ
に
探
せ
る
！
�

※サイト上から団体主催のイベントＰＲ�
　やボランティア・会員の募集をしたり、�
　サービス利用申し込みや最新情報のメ�
　ール配信サービスを受けたりする場合�
　は、サイトへ登録し、ＩＤとパスワー�
　ドを取得する必要があります。�

東三河市民�
活動情報　�

サイト�

９
月
開
設
�

活動内容を多くの人に紹介したい！�
会員を募集したいなあ！�

団体の紹
介�

団体の活
動記録の

紹介�

ボランテ
ィアの募

集�

イベント
情報の告

知�

会員募集
�

次回のイベントを�
紹介したいわ～！�

インターネットのつながったパソコンから�
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《準優勝した団員》�

審査の様子�

※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます�

［お詫びと訂正］ 8月号Ｐ27の「手づくり絵本の会」おむすびころりんの問い合わせ先の電話番号が間違っていました。正しくは23局4148番です。�

　　　　　　　　りゅう じ�

指揮者　小島　龍志�
　　　　　　　ひろたか�

　1 番員　中澤　裕尚�
　　　　　　　あき お�

　2 番員　中川　晃郎�
　　　　　　　たかつぐ�

　3 番員　竹内　貴紹�
　　　　　　　　 しのぶ�
補助員　中村　　忍�

優心ちゃん�

こ こ ろ�

平成16年3月14日生�

「私は３姉妹の末っ子。　　　　　　�
　元気いっぱい、やんちゃ娘です。　�
　音楽が鳴ると、ノリノリで　　　　�
　　　　　　　歌って踊ってます♪」�

父　小林　弘季さん�
母　　　　正恵さん（新城・大野田）�

（左）魁人くん�

かい�

平成17年1月12日生�

（右）奎汰くん�

けい�

と�

た�

平成15年12月11日生�

「ぼくたちアイスだ～いすきQ　　�
　　　何個でも食べちゃうぞ！！」�

父　横山　英樹さん�
母　　　　明美さん（作手・明和）�

　
日
ご
ろ
の
消
防
活
動
の
進
歩
・
充
実
を
目
的
に
第
51
回
愛
知

県
消
防
操
法
大
会
が
、
7
月
22
日
g
、
大
府
市
の
横
根
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し�

た
。�

　
市
か
ら
は
、
新
城
市
新
城�

消
防
団
、
第
3
分
団
第
6
班

（
大
海
・
緑
が
丘
）
が
小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
、
準

優
勝
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た

豊
田
市
と
は
わ
ず
か
0.5
ポ
イ

ン
ト
差
で
惜
し
く
も
優
勝
は

逃
し
ま
し
た
が
、
見
事
な
操

作
に
皆
見
い
っ
て
い
ま
し
た
。�

　「
山
村
花
き
」
の
栽
培
技
術
、
品
質
向
上
と
消
費
宣
伝
を
目
的

に
、
第
39
回
愛
知
県
山
村
花
き
品
評
会
が
7
月
25
日
c
・
26
日

d
の
2
日
間
、
豊
田
市
稲
武
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
県
内
の
山
間
地
域
か
ら
切
花
、
枝
物
、
鉢
物
の
部
、
合
わ
せ�たか�

て
384
点
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
金
賞
27
点
中
、
中
神
啓�

　し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
さ
し�

之
さ
ん
（
黒
田
）
と
仲
原
久
さ
ん
（
上
新
戸
）
の
2
人
が
愛
知

県
花
き
温
室
園
芸
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
と
し
は
る�

　
ま
た
、
平
松
敏
治
さ
ん
（
作
手
須
山
）
が
、
新
城
設
楽
花
き�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み

お�

振
興
連
絡
協
議
会
長
賞
を
、
宮
木
住
夫
さ
ん
（
鴨
ヶ
谷
）
が
愛

知
県
花
き
卸
売
市
場
協
同
組
合
理
事
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ち
ょ
う
ら
ん�

　
中
神
さ
ん
は
「
胡
蝶
蘭
の
苗
の
よ
い
状
態
を
維
持
す
る
の
に

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。�

県
消
防
操
法
大
会
で
市
新
城
消
防
団
が
準
優
勝
!!
�

山
村
花
き
品
評
会�

か�

《団員のコメント》�
　市の大会を含め 4�
カ月の練習をし、タ�
イムは県で　1位、総�
合では 2位という結�
果を得ることができ�
ました。班全員で勝�
ち取った結果で非常�
にうれしく思います。�

市民活動に興味のある方�

この地域に、どんな市�
民活動団体があるの？�

ボランティアや市民活�
動をしてみたい！�

どんなイベントがある�
の？�

・団体の
活動記録

閲覧�

・ボラン
ティアの

応募�

・イベン
ト情報の

入手�

・興味を
持った団

体の活�

　動に参
加�

行政課　1２３－７６１１�
gyousei@city.shinshiro.lg.jp

本�

em

問い合わせ�



　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
23
‐
8
5
5
1
�

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
32
‐
2
8
1
1
�

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
37
‐
2
8
3
9

●�受�
●�問�

●�受�
●�問�

●�受�
●�問����か

み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
２３
‐
8
5
5
1
�

　
　
平
成
17
年
11
月
か
ら
平
成
18
年
2
月

　
生
ま
れ
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
�

　
9
月
22
日
（金）
�

　
午
前
９
時
50
分
〜
11
時
45
分
�

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
よ
だ

れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、
筆
記
具
�

�機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
２３
‐
8
5
5
1
�

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方
�

　
9
月
28
日
（木）
�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
�

　
リ
ハ
ビ
リ
体
操
・
訓
練
（
お
や
つ
作

り
）・
血
圧
測
定
・
健
康
相
談
な
ど
�

�健
康
ば
ん
ざ
い
教
室（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
２３
‐
8
5
5
1
�

　
高
齢
期
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
�

　
65
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
方
�

　
9
月
26
日
・
10
月
3
日
・
24
日
・
31

日
・
11
月
14
日
（
す
べ
て
火
曜
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午
�

　
た
だ
し
10
月
31
日
は
午
後
2
時
ま
で
�

　
5
日
間
で
１
コ
ー
ス
�

　
講
話
・
体
力
チ
ェ
ッ
ク
・
運
動
講
習
・

栄
養
講
話
・
調
理
実
習
・
歯
科
講
話
�

　
無
料
�

　
15
人
�

��女
性
の
健
康
診
査（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
２３
‐
8
5
5
1
�

　
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込

み
の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
�

　
昭
和
42
年
か
ら
63
年
生
ま
れ
で
健
康

　
診
査
を
受
け
る
機
会
の
な
い
女
性
�

　
9
月
21
日
（木）
・
29
日
（金）
�

　
一
般
健
康
診
査
（
身
体
測
定
・
血
圧

　
測
定
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
・
心
電

　
図
・
内
科
診
察
・
眼
底
検
査
）、
骨
 

 

　
密
度
測
定
、
乳
が
ん
検
査
（
乳
房
視

　
触
診
・
超
音
波
検
査
）
�

　
1
，5
0
0
円
　
　
�

　
妊
娠
中
、
授
乳
中
の
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
�

妊
産
婦
・
一
般
歯
科
健
康
診
査（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
２３
‐
8
5
5
1
�

　
妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方
�

　
9
月
20
日
（水）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分
�

　
歯
科
健
康
診
査
�

　
母
子
健
康
手
帳
（
妊
産
婦
の
方
）
�

　
健
康
手
帳
�

　
無
料
�

�集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）�

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
　
☎
２３
‐
8
5
5
1
�

　
９
月
12
日
（火）
�

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
�

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
・
子

宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
１
，
０
０
０

円
・
前
立
腺
が
ん
400
円
�

　
前
立
腺
が
ん
検
診
は
胃
が
ん
と
セ
ッ

ト
で
受
診
で
き
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診

の
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
検
査
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。�

�大
腸
が
ん
検
診
�

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
３２
‐
2
8
1
1
�

　
直
接
、
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
検
査
容
器
な
ど
を
お
渡

し
し
ま
す
。
�

受
付
期
間
�

　
9
月
25
日
（月）
〜
29
日
（金）
�

提
出
日
�

　
10
月
６
日
（金）
�

　
300
円
�

�

����　
新
城
保
健
所
地
域
保
健
課
�

　
☎
２２
‐
２
２
０
３
�

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
人
た
ち
の
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
問
題
は
本
人
自
身

が
こ
こ
ろ
の
葛
藤
や
将
来
の
不
安
な
ど

に
苦
し
む
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
も
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
悩
ん
で

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
保
健
所
で

は
、
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
悩
む
方
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

申�
対�時�持� 問�

申�
問�

申�
問�

申�
問�

申�
問�対�時�内�持�￥�

問�

時�内�￥�問�￥�

対�時�内�￥� 対�時�内�￥�定�

申�
問�

「
ひ
き
こ
も
り
」
相
談
�

対�

内�

時�

が
ん
 
て
い
�

か
っ

と
う
�
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7月届出分�
7月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。�
届出人の承諾を得て掲載させていただいています。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）�

救
急
医
療
は
、
多
く
の
人
の
善
意
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
�

く
す
り
安
心
電
話
�

　
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
が
365
日

24
時
間
体
制
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
医
療

機
関
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
最
寄

り
の
医
療
機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直
接
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
�

☎
２２-

1
1
3
3

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る
緊
急
の

相
談
・
質
問
な
ど
�

新
城
薬
剤
師
会
�

問
い
合
わ
せ
�

開
設
時
間
�
午
後
9
時
〜
翌
朝
午
前
9
時
�

☎
0
9
0-

5
0
0
7-

1
2
0
0

ｈｔｔｐ：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｑｑ
．ｐｒｅｆ

．ａｉｃｈｉ．ｊｐ
/

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区
�
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小
林
　
暖
希

新
垣
　
莉
空

林
　
　
彪
斗

岡
田
　
梗
那

黒
嶋
　
莉
裟

渡
邉
　
柚
羽

　
橋
　
拓
夢

木
村
　
麻
詩

澤
口
　
将
大

嶺
田
　
朋
希

大
久
保
舞
織

細
田
　
千
博

鳥
山
　
は
な

山
野
井
優
太

岡
本
　
七
虹

森
　
　
遥
菜

　
山
　
開
叶

中
村
　
茉
広

吉
田
ひ
か
り

後
藤
　
洋
介

太
田
　
萌
衣

ミ
ヤ
タ
　
ガ
ブ
リ
エ
リ
ー

河
田
　
吏
生

河
田
　
楓
生

男男男女女女男女男男女男女男女女男男女男女女男男

利
章

喬和
弘

宗
雄

義
英

竜
夫

勇欣
正

真
啓

達
也

潤
一

圭
介

将
志

宏
友

憲
一

秀
幸

敬正
太
郎

直
矢

康
秀

滋
久

マ
ノ
エ
ル

和
也

和
也

平
井

平
井

平
井

一
鍬
田

大
野
田

平
井

庭
野

大
野
田

長
者
平

大
海

大
野
田

富
岡
東
部

川
田

川
田
原

平
井

平
井

川
田

上
市
場
東
住
宅

平
井

川
路

引
地

恩
原

多
利
野

多
利
野

は
る
�

り
�

あ
や
�

き
ょ
う
�

り
�

ゆ
�

た
く
�

ま
�

し
ょ
う
�

と
も
�

ま
�

ち
�

�
ゆ
う
�

な
な
�

は
る
�

か
い
�

ま
�

�
よ
う
�

め
�

�り
�

か
い
�

き
�

く
�

と
�

な
�

さ
�

う
�

む
�

こ
�

た
�

き
�

お
り
�

ひ
ろ
�

�た
�

こ
�

な
�

と
�

ひ
ろ
�

�
す
け
�

い
�

�
い
ち
�

ち
�

市内の交通事故状況�
区�

件�

死傷者（人）�

死　者� 負傷者� 計�

人身�
事故�
件数�

物損�
事故�
件数�

17年� 28�

28�

0

0�

1�

1

38�

33�

－5

38�

34�

－4

128�

95�

－33

166�

174�

8

0�

4�

4

222�

222�

0

222�

226�

4

731�

718�

－13

18年�

増減�

17年�

18年�

増減�

分�

7月中�

累計�
7月末�
現在�

相 談 名 な ど � と　　　　　　き� と こ ろ � 申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ �

※�

新城設楽児童相談センタ ☎23-7366児 童 相 談 �毎週月～金曜日　（要予約）� 新城設楽児童相談センター�

9月の各種相談� ※印は前々日までにご予約ください�

新城保健センター�☎23-8551一 般 健 康 相 談 �9/4（月）　午前9時～11時　（要予約）� 新城保健センター�

作手保健センター�☎37-2839こ こ ろ の 健 康 相 談 �9/4（月）　午前10時～正午　（要予約）� 作手保健センター�

指 導 室 �☎23-7652教 育 相 談 �毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）� 市民体育館教育相談室�

司 法 書 士 会 �☎22-4076
9/14（木）　午前10時～午後3時　（要予約）� 勤労青少年ホーム�

登 記 法 律 相 談 �
9/22（金）　午前10時～午後3時　（要予約）� 作手開発センター�

法 律 相 談 �

社会福祉協議会鳳来センター�☎32-0553心 配 ご と 相 談 �9/6（水）、20（水）　午後1時～4時� 鳳来開発センター�

社会福祉協議会�☎23-56189/1（金）、15（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

社会福祉協議会作手センター�☎38-14819/11（月）　午後1時～4時� 作手開発センター�

フリーダイヤル�☎0120-874-412女性悩みごと電話相談�9/12（火）、26（火）　午前10時～午後2時� 行 政 課 �

社会福祉協議会�☎23-5618身体障害者福祉相談�9/8（金）、22（金）　午後1時～4時� しんしろ福祉会館相談室�

商 工 観 光 課 �☎23-7634消 費 生 活 相 談 �9/19（火）　午後1時～4時� 勤労青少年ホーム�

保 険 医 療 課 �☎23-7625年 金 相 談 �9/26（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状が必要� 市民体育館第1会議室�

都 市 計 画 課 �☎23-7640

鳳来総合支所建設課�☎32-1997

9/2（土）、16（土）　午前9時～正午　（要予約）� 勤労青少年ホーム�

無 料 住 宅 耐 震 相 談 �9/9（土）　午前9時～正午　（要予約）� 鳳来総合支所２階第２会議室�

作手総合支所建設課�☎37-22119/23（祝）　午前9時～正午　（要予約）� 作手総合支所�

新城まちなみ情報センター�☎24-0001パソコン悩みごと相談�毎週土曜日　午前9時～午後5時　（要予約）� 新城まちなみ情報センター�

鳳来保健センター�☎32-2811健 康 相 談 �毎週月曜日　午前9時30分　（健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811す こ や か 相 談 �9/27（水）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）� 鳳来保健センター�

鳳来保健センター�☎32-2811能登瀬いきいき広場�9/28（木）　午前10時　（健康手帳持参）� 東部高齢者生きがいセンター�

市 民 課 �☎23-76289/12（火）　午後1～4時� 東庁舎会議室�人 権 行 政 相 談 �

9/13（水）、27（水）　午後1時～4時　（要予約）� しんしろ福祉会館相談室� 社会福祉協議会�☎23-5618

9/6（水）　午後1時～4時　（要予約）� 鳳来開発センター� 社会福祉協議会鳳来センター�☎32-0553



　
今
年
度
、
県
教
育
委
員
会

の
事
業
「
心
を
む
す
ぶ
学
校

づ
く
り
推
進
事
業
」
の
委
嘱

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
事
業

の
1
つ
と
し
て
7
月
7
日
（金）

「
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
�

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
す

ば
ら
し
い
ゲ
ス
ト
が
来
て
く

れ
ま
し
た
。
現
在
パ
リ
で
活

躍
さ
れ
、
世
界
的
に
有
名
な

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
沖
玲
子
先

生
と
声
楽
家
の
名
倉
名
知
子

先
生
で
す
。
�

　
2
人
の
先
生
と
開
成
小
学
校
と
の
む
す
び
つ
き
は
、
1
冊

の
絵
本
「
ぞ
う
の
バ
バ
ー
ル
」
で
し
た
。
�

　
4
月
29
日
（祝）
に
行
わ
れ
た
「
つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
・
自

然
と
絵
本
と
音
楽
と
」
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
、
子
ど
も
た
ち
が
書

い
た
絵
が
背
景
に
使
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
絵
を
中
沖
先
生
が
大

変
気
に
入
っ
て
、「
開
成
小
学
校

に
行
っ
て
、
こ
の
『
ぞ
う
の
バ

バ
ー
ル
』
の
演
奏
を
み
ん
な
に

聞
か
せ
て
あ
げ
た
い
ね
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始

ま
り
ま
し
た
。
�

　
七
夕
コ

ン
サ
ー
ト

の
前
半
は
、

3
・
4
年

生
が
計
画

し
た
七
夕

に
ま
つ
わ

る
お
話
や

ク
イ
ズ
、

ゲ
ー
ム
を

行
っ
て
楽

し
み
ま
し

た
。
後
半
は
、
絵
本
「
ぞ
う
の
バ

バ
ー
ル
」
を
、
中
沖
さ
ん
の
演
奏

に
合
わ
せ
た
名
倉
さ
ん
の
朗
読
に

聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。
�

　
作
手
中
学
校
の
１
年
生
や
保
護

者
の
方
、
地
域
の
方
も
参
加
し
て
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
一
緒
に
歌
っ

た
り
し
て
楽
し
い
会
に
な
り
、
多

く
の
人
た
ち
と
心
を
む
す
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
�

開
成
小
学
校（
児
童
数
36
人
）�

絵
本
が
む
す
ぶ
「
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
」
�

設
楽
原
で
学
ぶ
�
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�

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
内
に
あ
る
26
の
小
・
中
学
校
の
特
色
あ
る
活
動
・

行
事
な
ど
を
、
毎
回
2
校
ず
つ
紹
介
し
て
い
ま
す
。
�

　
今
月
は
、
開
成
小
学
校
と
東
郷
東
小
学
校
で
す
。
�

No.8No.8

か
い
�
せ
い
�

東
郷
東
小
学
校（
児
童
数
264
人
）�

と
う
�

ひ
が
し
�

ご
う
�

　
　
　
（
心
を
む
す
ぶ
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
）
�

●�

作手総合支所�

田原�

巴川�

作手中�
作手高校�

開成小学校�

菅守小�

301

35

れ
い
�こ
�

な
�

ち
�
こ
�

い
�
し
ょ
く
�

低学年も決戦場まつりに参加�

ユリの苗の移植�

��　
本
校
で
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、「
設
楽
原
総
合

学
習
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
然
を
慈
し

む
心
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

　
大
豆
の
栽
培
（
3
年
生
）、
四
反
田
川
の
水
生

生
物
調
査
と
サ
サ
ユ
リ
・
ヤ
マ
ユ
リ
の
保
護
活

動
（
4
年
生
）、
お
田
植
え
踊
り
と
米
作
り
（
5

年
生
）、
鎧
作
り
と
歴
史
創
作
劇
の
発
表
（
6
年

生
）
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
教
科
と
の
関

連
を
図
り
な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
�

　
校
内
に
は
、
「
設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り
」
へ

の
取
り
組
み
の
経
過
を
ま
と
め
た
「
設
楽
原
総

合
学
習
室
」
、
サ
サ

ユ
リ
と
ヤ
マ
ユ
リ
の

栽
培
方
法
や
分
布
状

況
な
ど
を
記
し
た
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
学
習
の
成
果

は
着
実
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
�

　
今
、
学
校
で
は
、

10
月
28
日
（土）
に
行
わ

れ
る
開
校
100
周
年
記

念
式
典
に
向
け
て
、

地
域
の
方
と
一
体
と

な
っ
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
７
月
上
旬
、

開
校
70
周
年
記
念
で

埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
を
開
け
た
と
こ
ろ
、

当
時
の
写
真
や
作
文

な
ど
が
ほ
ぼ
完
全
な

形
で
出
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
は
、
式
典

会
場
に
展
示
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
本

校
の
歩
み
が
分
か
る

歴
史
資
料
展
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
観
く
だ
さ
い
。
�

�

よ
ろ
い
�

い
つ
く
�
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